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Rattus. Bandicotaとも 10粒では死亡せず，効呆が九

し、ことを認めえ、一

これらの集材ii)嗜好抄よびrli.餌効果試験の結果， ク

イ直に店げる稲作地料:o)ネスミ駆除に対し，燐化卯鉛

快斉ljを用し、ることにより，ある程I羹駆除効呆をあげ

得る-一(ピが甘寮された＾

八お詞育による繁硝実験を Rattusrattus, R. ar 

gentiventer, Bandicota indica, B. benぼalensis-! 袖

につし、て，創育ケージおよびコンクリートホノトでfl

な 1 に結果， B.indicaを除き， 3韮J刀〉緊ダ1/¥に成功し

写真4 ネズミによる被害状況 左 こ J) 成功はネズミり）生活窄間芦よび~~箱U)投リペ

よ毒餌直燒リ） l<Jt;)につし，て，そ〇殺鼠効呆につし， 考慮し亡ことに，.tるものと息われる，9

て，宝内訊験を行なった。 以い）試験研究をさらに推退し，野外に認げる(『l体

こJ)結果，燐化,fti鉛製剤では Rattusrattus 2平立以 訂生懇を究明し，経済的，効呆11勺心駆除仏確いこ，今

J:, Bandicotaでは 3粒以卜喫食すると， l8時間以内 後とも」し1吋研究を迎める必嬰があな

こ死亡することが認められたが，流酸タリウム製剤は

日本型米およびインド叫］米のパーボイ）レの処理の比較
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されに 1%8年 (Rabiseason) 1>1□ 日本刑米（合出：—;
号，台中6;iり）とイント刑米 (S-70] J ;;) 3点を試馳

駐在期間： 1969年 6 月 ~•l!:!71年 6 月

研究協力苦： H. S. R. Desikachar 

インドにおし、て古くからハーボイルトライスリ）製造 試験方法

が行なJ.,れてし、る。この処雌の結果，飯り粘着性は減 原料米の詞化開始温度は浸出水ハ温度を決りこ 王

少して硬さが増し，ベラバラした触感を与えるように 要な要囚り一つであるつ先す各粉末試料につし、てアミ

;~(り，インドの什民は好んでこれを食するとし、われて ログラフ（後出）によりそJ)測定を行な,,, iこくう台rH、}

し、：ぃ更にハーボイル処理の結果＾，精米力II「:,n際に脱 号ぱ67.;iしヽ 、台中65りは 70、5℃ 及びS-701は 7S,II ( 

｛？が容易となり，砕米の発生が減少ずるとし、ぅ利点が てあ ⇒た これらの糾呆をもとに，次にi匁米J)吸水、こ

も汗られる。インドで行なわれてし、るその丁兎州は，靱 及ほず文氾水の温度と没泣時間J)心杉響につし、て検叶か

米を頃に水に 2~3 日浸泊した後，蒸煮，乾媒，粕米 行なった」且11ち温度6:i土0.l℃ 及び 70士o.1°cに設定

する存米法と熱水に :-i-4時間浸｛責した後，蒸煮，乾 した水槽中に試料籾米を浸泊し， 30分から 4闊間主で

燥，梢米する改艮社、とがある.-インド印米につし、ては '.D分毎に採販し，そU)水分含闊，膨潤籾の比率， i::hi

これ支でか左り研究が行なわれてし・ るがい"・ 日本町1. ;Jくりヨ--卜澱粉望已反応を凋へfこ 上記試験り粕足

米に")し、ては少なし、い）』＇、そこで改艮仏により，日本 没泊温度は70:C, j, ふ古1尉間：｝廿．『臣］＼＇か適‘りであるこ

咽米とイント刑米のハーボイル処罪□比較試験をir匁 な詑め，こり条付び）もとにl1f温伯昴水槽,1,に試料I匁米

しヽ，併せて現地人によろ~, 本型米のハ-—ボイルトライ 1ぅkgを没いした後，水切り＇と卜分に if!こし、，オートク

スJ.l嗜好性につし、て検討を行なった… レープにて 100:c,1)蒸気で 5分から60分まで数段，})間

こ用し＼たや

隔で燐煮を行なうた，：，また， /Ji!£+/長貨］）効呆をみるこふ

こ 1.5Ib,in2 oJ卜， Ei分及び3:l分りI衣点処刑をイ］［せて

行な→ ；しこれら之）処丑H籾は日11夜て卜分乾燥し］三羹
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精米特性，物雌的件質，炊飯特性，食味試験の測定を らに McGillpolisherにより拗精度 496の精米を調製

行なったこ、 し賂粒および砕米の発生率を調べたの

第 1表精米特性値
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第 1図熱水浸漬中の籾の水分含量の変化

と膨潤籾の発生率

分析方法

試料の分析は次の方法によって行な.,に

水分： 105C, 16時間乾燥し水分｛直を算出した7),.

精米特性： ¥kGill shellerにより脱行を行なし、，さ

品柿／処理区 全玄米収贔整粒収屎＊全砕米収景＊＊

S-701 

原 料 76.0劣 32.39a '.-l9. 7% 

蒸蕉 2分 78.8 70.6 5.2 

I/ 5 // 77. 6 70. 7 2.9 

11 15 ,, 77. 9 71. 1 2.8 

,, ::io ,, 77. s 71. I 2.7 

台中65号

原 料 81.2 :i0.3 26.9 

蒸煮 5分 82.0 69.4 8.6 

I/ 15 // 81. 9 71. 7 6.2 

11 30 ,, 82.3 72.6 -,>. -I 

,, 60 ,, 82. 0 74. I 3.9 

15lb-15分 82.1 75. :1 2.8 

11 <-lO 11 80. 9 76.9 2. 1 

台南3号

原 料 81.0 50.+ 20.0 

蒸煮 5分 81. 2 70.6 6.6 

11 15 11 81. ;-; 71. 8 ;-） .;} -

" :JO I/ 80. 8 73.0 :-l.8 

,, 6011 81.0 74. i 2.6 

15lb-15分 80.6 74.5 2. J 
11 <-JO II 80. 5 7-4.7 1. 8 

＊拗精度 4'16 
＊＊脱行，抵精時の全砕米収鼠

第 2表 物 坪 特 袢 俯

粒 形 砥 I 支,. アルカリ

品種／処理Iズ 100粒重 反応指溶数解 反射率アミロース
長径短径長径，、短径破砕剛没挫折剛巖膨潤

S ,01 gm mm  mm  kg kg 4,, ク0 

椋ぐ 料 J..rn 5や70 2重 15 2.6:> 5.0 fi. 1 . .), ,'-" :;,o 28.2 29. l 

然煎2分 1. 40 6.0 10. ~ 5.0 ::J.() 22.ci 
5 1.36 8.2 20以I. ,ふ,覧 3- :l.O rn. K 
l5 1.42 5、.,o 2. U 2.'i8 8. fi 20 

＂ 
2.;, 3 .. , 18.6 W.1) 

:-10 1. 3n lil.7 20 I/ 2.5 ・.j, •• .c , 11-i.O 

台中6:iり
原 料 2. 01 ;;. n 2.9:; L n 6.7 7.2 ,),;) ;i,0 25.-;- 22. t 

蒸煮 3分 I.% l:-l.O 20以ト 2 .. , 4. 0 17.2 

" 15 If 2.04 4. 89 2. Ki L 72 ]:)." 20 ＂ 
シ.,・3- 4.0 16.0 21. ~) 

,, :-io" 2.08 I~. o 20 ＂ 2.0 
4,0 13.2 

,, 60 ,, 1. ¥J8 1 ➔ .o 20 I/ 2.0 11.:i 

1:;¥b-15分 2.03 11.2 20 " 2. l 11. () 
,, --'.)()rr 2,0-1 11.:i 20 // :!,O 10. :;, 

台I竹3号
原 料 1 95 L !:J-1 2.'.-11 I, Iii) -, ..,) , 8. :i _, '0 ,-)',-) '.!6.0 ・2: ク：.h 

筏役 5分 I. 98 12.2 20以l •~) ・;-) ・Lo [8.(ー）

,, 1~" 1. 98 I. 7:-i 2. 8:l 1、(it' Li,4 20 ＂ 2.0 -l.O 
¥7 I) 2:,.:, 

I/ ;")() If 1.98 l+.O 20 II 2.0 Lil !G.O 
I/ f)(JII 1、91'¥ I (.11 20 ＂ 

2.0 4. I) 11. 3 

1:ilb l.:i分 l、9"1 ¥.I.I) 20 " 2.0 LO lJ Ii 
,, <H) If :2, I)(、） 1-1-. 2 2(1 ” 2.1) -i, () Ill. 4 
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物雌(!勺性質：前記のよりにして調整した玄米につし、

-:: , 100粒韮剛度（木屋式穀粒闘lj度叶による）八粒経¥))

を測定した。アミロース;;t McCreaclyの改良法により

定量した lO,11)。まに精米について Kett光電白度叶

(Kell科学研究所製， e-:1型）の緑色フ 9ルターを用

し、て）又射率を測定した12い更に粕米のアルカリ反応指

数を Simpsonの力法叫こより測定した。

炊飯特性：炊飯時の吸水率い），溶出固形物，炊飯液

J)占価 (BlueValue)rn>ならびに炊飯米の膨潤率につ

し，て Simpゞon笠の方江によ，：）て測定したぐ

第 3表

品柿処虹!/ベ

S -70! 
厭料

麿煮2分
,, ;) ,, 
// J5 I/ 

I/ 30 I/ 

吸水率

台,,,応り
原料

蒸孜5分
11 15 ,, 

I/'.)() I/ 

,, 60 ,, 

15lb-15分

11 -30 11 

台中 3号

原料

蒸蕉 5分
,, 15 1t 

11 30 ,, 

,, 60" 

l:ilb-15分

11•-:10 1t 

3.8 
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炊飯特性伯

物形
劣

8

8

5

8

8

固

0

t

↓
2

8

6

出

5
-
3
-
3
4
4

浴

らL8:i

↓ .38 

3、90

-l.O:i 

3.95 

3. 80 

:J. 65 

5. :15 

~.68 
+.:12 

+.26 

l. 15 

↓ .00 

-!. 00 

青佃i

O.D. 
0.51 

o .. rn 
0.-12 

o. rn 
IJ. :-ll 

0.20 

0. 18 

0. 16 

0. 15 

0. 12 

0.09 

0.09 

0.19 

0. 16 

0.16 

0. 16 

0. 15 

(1.09 

（）嶋09

膨潤率

l、14

1. ();i 

1.-10 

1. 17 

1. 18 

1.31 

，：ログラフ牡件伯：原料米及びハーホイルドライ

スの糾1化開始温度ならびこ粘性を C.W. Brabender 

袢のブラヘンダー、アミログラフにより 700c. g. ふ屹）

カートリ／ジを用い， 10%粉末試料懇濁液について，

加熟，恒温，冷却時0)粘度の変化を調べたH10

炊飯米0)官能評価： Simpson等の 9点採点法いによ

i)炊飯米り外罠粘り，硬さにつし＼て研究室の職員数

名で評価を行梵った＾

土／こ，現地人による日本別米ハーボ—-f ルドライス J)

嗜奸性につし、て知るに喜台南 3号をハーボイル処理

(7ilC. 3時間・r、立（立， 15分間蒸煮） を行匁し、，拍桔
斐4uQ :J)粕米左調柩，研究所載員に配付して息見をも

巧た

No. 21 

アミログラフ牛革性値

品種／処哩区糊化温度最靡粘度
粘度(94℃）粘笈
(10分後） (30'し;)

B.U.* B. じ＊~
380 L 4ml 

510 401) 

ふ00 480 

200 420 

第 4表

S-701 
原料

蒸煮 5分

II lS // 

II 30 I/ 

台叶16:S号

原料

淡煮 5分
I/ 15 II 

" 30 ,, 

15lb-30分

台出 3号

原料

蒸飲 5分
I/ [5 I/ 

I/ :)() I/ 

l:ilb<30分

。し‘

75.0 

75.0 

75.0 

81. 0 

70.5 

79.5 

79.5 

8!. 0 

78.0 

67.5 

81. () 

81. () 

7:).5 

69.0 

＊
 
Brabender Unit. 

第 5表

品稲／＇処坪［メ：

S-701 
原料

蒸唸2分
,, 30 ,, 

台中65号

原料

蒸教 5分

,, Vi" 

11 30" 

" 60 ,, 

151b—-15分

" -:m" 

合南 3号

原料

蒸点 5分
1t 15,, 

If 30 If 

ff 60 ff 

15lb-1S分
I/ .. 31) If 

B.U.* 
770 

:ml 
270 

180 

(99) 

6.10 

120 

120 

30 

'.10 

BO 

110 

100 

50 

~o 

930 

290 

2」0

120 

180 

710 

213 

190 

130 

-in 

-!SO 

190 

150 

110 

:i:1 

850 

.160 

:390 

'.110 

GO 

飯の‘官能評価
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結果及び考察

第 1図に浸泊温度及び時間と籾米内水分ならひこ膨

潤籾の発化))関係をホした， S、-701は 65℃ 及砂 70'C

ハ何れの条件でも 3時間半］）浸ぷで水分含畠はほば‘ド
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衡に逹するが， 日本型米は台南 3号，台中65号の何れ

も4時間の浸泊でも増加を続ける傾向がみられた。こ

J)迎由として日本型米ぱインド刑米に比べ，粒形が丸

味を僧びて厚いため水分の没透が遅くなるものと考え

る。浸泊水の温度が高いほど吸水鼠は高くなるが，糊

化温度以上で長時間没泊を続けると籾の内部の澱粉質

が糊化を起して，籾の外に噴出してくる。膨潤籾の比

率は S-701でぱ僅かであるが， 日本堕米では台南 3号

が 3時間半を過ぎたころから急激に増加してくる傾

向を認めたっ膨潤籾の発生と平行して没泊水に澱粉O)

ヨード星色反応が僅かであるが認められた。次に第 1

表に浸泣後の蒸煮時間を笈えた場合のバーボイルドラ

イスの精米試験の結果を示した。インド型米， 日本型

米のいずれの試料も 5分間程疫の放煮時間で砕米の発

牛は激減し整粒収量が増加してくる。特にインド刑米

では 2分間の蒸煮でも著しく向上し顕著な効果がみら

れた。加圧蒸礼ぱ精米特性を更に向上する効呆のある

ごとを認めたぐ一次にこれらの調整玄米及び桐精米につ

し、て物理的特性等の測定を行なった。第 3表に玄米の

100粒重粒径，剛度及びアミロース合星：の測定の紀集

を小した,o 100粒重は S-701が日本朋米に比べて小さ

し俯をホしてし、るが，各品種ともハーボイル前後の値

に変化1まみられない。粒径については，長径，短径と

もにパーボイル処迎によりやや縮少する傾向が認めら

れた＾剛度は伺れの品柿も破砕，抄折剛度とも著しく

上昇し，精米特性の向上と密接な閃係がある。アミロ

ース含量につし、ては試験数は俸かであるが，原料，パ

ーボイルドライスの間に度化はみられなかった。第 2

表にアルカリ反応指数を示した。膨潤性，崩壊性とも

バーボイルドライスは原料米に比べて向上する傾向に

あり，蒸点により糊化した澱粉が乾燥中に名化を起

し，組織が密になったためと考える（）反射率は原料米

がも、＇うとも闊く，蒸煎時間が長くなるにしたがって着

色J)傾向が強くなるつアミログラフによる糊化凋始温

度及ひ粘性の変化を第 3表に不したっハーボイル処理

,})結果，糊化開始温度は著しく上昇ずるが，粘性は逆

ー：こ低下し，澱粉の膨憫ぱ抑制されてくる 低下の程度

ぱインド咽米に比べて日本型米のほりが大きし、。第 4

表に炊飯特性の結果を示したCMれの試料も浸泊後の
廣義時間が長くなるにしたがって吸水翠溶出固形物

及び炊飯液U)青価は低下してくる 0 S-701 ; ま他の日本

刑米に比べてい］れの項IIも高い結果を示しているが，

これは澱粉の糾成，即ちアミロース含鼠が関与してし'

るものと考えられるc 炊飯米0)官能評価の結果を第 5

表に示したc インド型米は外観，粘りにつし、ては変化

はみられなし、が，硬さは蒸虹時間が長くなると増加し

てくなこれに対し，日本刑米はGO分蒸点或は加It-:羨

煮という苛閤な処理をしているにも拘らずインド匹り米

に比べ，粘り，硬さの，点で劣っていることが認められ

る。これらは専門家による評価り結果であるか， 今^般

の現地人による日本型米のハーボイルドライスの嗜好

の調査の結果は，出身地，階層によってまちまちの應

見が寄せられたが， Kelala. .Madras 1,j-j等の南インド出

身者は，未処理米よりもむしろハーボイルドライスを

好むという回答が得られた。

要約

日本刑米 2点， インド刑米 l点を試料に選びハーポ

イル処理を行ない，精米特性，物罪的性質，炊飯特性，

官能評価の測定を行なっ↑こ何れの品種もハーボイル

処理により，精米特性が向上することを認めた（）炊飯

特性はインド型では紐時間の処雌で著しい効果が認め

られたが， 卜1本型米では長時間或は加圧処刑とし、う肯

吊な処理をしても倍かしか向上しなし、っ現地人による

日本刑米のハーボイルドライスリ）吟好性につし、て調査

の結果は，出身地，陪属こより，その好みはかなり沢

なるが，南インド地方のハーボイルドライス常食者：文

十分受け入れられるとしヽう［リ）答が得られた(

文献

1) Subramanyan, V., Desikachar, H. S. R. & 

Bhatia, D.S.: J. Sci. & Ind. Res., 14A, 110・-

11」, (l 9;i5) 

2) Jones, J. W. & Taylor, J. W.: じ S.Dept. 

of Age. Circ .. No. :HO. (19'.-¥'.'i) 

'.l) Desikachar, H. S. R., Lakshmi11arayana, S. K 

& Subrama11yan. ¥'. : Res. and Ind. 2, ];',0-

;;3 (19'17). 

-1) Subba Rao, P. V. and Bhattacharya, K.R.: 

]. Agr. Food Chem., 14, .J76-~--l79 (1966) 

S) 竹生新治郎；向外技術協力. No. 11, 7~ 11, 

(1966) 

6) 桜井純—. : 栄蓋と食糧 4.95. 97, 171 (19ol) 

7) American Association of Cereal Chemist : 

Cereal Laboratory Method (7th ed.). 

8) Vidal, A. J. and Juliano. B. 0. : Cereal Chem. 

44, 86~91 (1967). 

9) Simpson. J.E. er al : Quality evaluation stu-

dies of foreign and domestic rice (じnitedStates 

Dept. of Agr.) 8 (195:; J 
10) McCready, R. M. & Hassid, ¥¥'. Z. : ]. Agr. 



熱帯農研隻報 No. 21 (101) 

Food Chem. 6, ,!7~」8(1958) 

11) Bhattacharya, K. R. & Sowbhagya會 c.w.:

ーじnpublished.i 

12) ケット利学研究所：ケ；；ト光電白度叶C--3吼

使用説明甚。

13) Little, R.R., Hilder, G. B. & Dawson. E. H. : 

Cereal Chem. 35, 111~126 (1958) 

l」) Halik, J. V. & Kelly. V. J.: Cereal Chem. 

36, 91-98 (1959) 

15) Batcher, 0. M., Helrnintoller, K. F. and 

Dawson. E. H.: Rice]. 59 (13) . .18 (1956) 

16) Halik, J. V. & Keneaster, K. K.: Cereal 

Chem. 36, 91-98 (1959) 

口蹄疫に関する研究

伍ハ
i

9
A
し IH J 吾

駐在場所： Foot-and-Mouth Disease Laboratory, 

Pak Chong Thailanct 

駐在期間： 1967年9月~1968年 8月

口蹄疫は牛，豚など，主として偶蹄類動物の間に流

行する，ウイルス付の急性伝染病であるc 致死率は一

般に低いが伝災力ぱぎわめて強く，かつ病原ウイルス

バ刑が多し、、ため，その予防杖咸がむずかしく，ひとた

びこれが流行すると短期間のうちに多くの家畜が被寅

をこうむり，畜産におよぼず不安も少なくなし、。本砧

はアジア・中近東，アフリカ・ 中南米o)Jl, し、地域に常

在し，ョーロッパにおし、ても今な認多くの[Ji]がしはし しかし，この他に統計洩れが相当数にのばると人な

ばそハ流行に悩まされてし、る。さし、わし、，わが国には されれて lヽ るので，実際の発1数は同表の数値を大き

長年本柄の発ルはなし，が，国際交流の著しし、仲展にこ く卜．まわると推寮されるC 流行ウイルスの利ば0、t¥

もなって，本1内のわが同への佼人（／）危険性も芦虐，．）て 杞よひアジャ Iハ3型である。

来てし、る。とくにわが国のよりな本肪の処女地にあ、 タイ国で実施されてし、る II蹄疫防除対第ば．流いウ

ては，そのもたらず被害は大ぎいことが予想され，そ イルス翌1).0)鑑別診断と， ：どの結果にもとづく，ワクチ

の防除対策は決してゆるがせにできなし、c, さらに本的 ンによる予防接柾が1体である。しかし，そ，}）成果を

の根本的な解決をはかるためには，ぜひとも広し、視野 あげるためには，、『血の難題が山積して認り，創」途遠し

に立った強力な国際協刀が岨まれる。筆岩は1967イf-9 J)感が深い。難題のエなも乃を略述ずれば次］うおとり

月より 1年間，タイ国・守「国役研究所に駐在し，「H愉 である C 1) 「1闘疫の流りか常在化しているため..也

疫り）研究に従市した-. 畜を殺処分することがで苔ず．これが新しし、流行訛＇，ニ

はる.) 2) 致ダ［半が低し、;'.喜）．畜主が届出を好まず、

タイ国の口蹄疫 従ぅて発見が，/3くれて流行を大ぎくずる 3) 流行閑

タイ国の南の平島部には「国疫の発生はなし、か．こ に31¥IJあり，各型ワクチンの'I項f,'拾よ〇、予防接種か必

9う地域を除けばほとんど全日約に流行がくりかえされ 要である 0 --!)ワクチ／生咋誓がはなは応しく不足し

てし、る。政府の統計によると, 1962年から1966年まで てし、るC ;))ワクチンが質的に不満）じである 6)国

の 5年間に、おける，口蹄疫の発生件数ぶよび罹息家畜 樟線が長く，国外からい侵入防RLーが容易でなし、- 7) 

頭数は第 1人,}_)とおりである^ 技術者が質および昌ともに不足してし、る

家畜術牛試験場

第 1表 fl蹄疫発竹数認よび罹息家畜頒数

発牛 罹息家畜頭数
年次

什数 ウシ 水牛 プク

1962 132 l-!,872 .t.727 299 

1963 187 :3s、:320 16, 77-1 2:5 

1964 2:,8 '.19, ~」4 18,210 :-375 

196:; 177 15.:H6 16.531 472 

196fi llB ti, Ul ↓ , 607 l」3
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